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第２章 高齢者の現状と将来推計              
 

第９期計画における高齢者施策、介護保険事業及び地域支援事業を展開するに当たっては、対

象となる人口や世帯の構造、要支援・要介護認定者数やサービス利用者数等のこれまでの推移を

捉えた上で、将来推計をする必要があります。また、高齢者の生きがいや思い、楽しみや不安な

こと等、日常生活における様々な現状を把握する必要もあります。 

 ここでは、高齢者等の現状分析と将来推計を行うとともに、令和５年２月に実施した高齢者へ

のアンケート（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）及び令和４年 10月～令和５年５月に実施

した在宅介護実態調査の結果について説明します。 

 

１ これまでの推移と将来推計 

 

（１）人口構造 

三浦市は、平成 6年 11月 1日の５４，３５０人をピークに人口が徐々に減少していま

すが、高齢者人口は増加を続け、高齢化率が上昇しています。令和 5年 1月 1日現在にお

ける高齢者人口は１６，９３６人、高齢化率は４１．６％で、神奈川県の２５．8％や全国

の２９．０％を大きく上回っており、約２．５人に 1人が高齢者という状況です。 

第９期計画における本市の将来人口については、公表されている国勢調査で最新のもの

である「令和 2 年国勢調査」や国立社会保障・人口問題研究所が作成した将来人口の推計

を参考としながら、令和5年１０月１日現在の住民基本台帳をもとに推計しました。 

高齢者人口は、緩やかに減少していく見込みですが、高齢化率については、増加していく

見込みです。第 9期計画期間中で団塊の世代が後期高齢者となる令和 7年には、高齢者人

口は１６，０４９人で高齢化率は４２．０％、計画の最終年度である令和８年には、１５，

８９９人で高齢化率は４２．４％になると見込んでいます。 
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【人口の推移の比較】 

三 浦 市 平成２２年 平成２７年 令和 2年 令和 5年 

人口（人） 48,352 45,289 42,069 40,841 

高齢者人口（人）  14,238 16,081 17,229 16,936 

高齢化率（％）      29.4      35.5      41.0      41.6 

神 奈 川 県 平成２２年 平成２７年 令和 2年 令和 5年 

人口（人） 9,048,331 9,126,214 9,237,337 9,227,901 

高齢者人口（人） 1,819,503 2,158,157 2,360,820 2,326,294 

高齢化率（％） 20.１ 23.６ 

 

2５.６ 

 

25.8 

全 国 平成２２年 平成２７年 令和 2年 令和 5年 

人口（千人） 128,057 127,095 126,146 124,752 

高齢者人口（千人）  29,246 33,465 36,027 36,173 

高齢化率（％）     22.8      26.3      28.6      29.0 
※平成２２～令和 2年については国勢調査で各年 10月 1日現在。 

令和 5年については、1月 1日現在の神奈川県年齢別人口統計調査、 

全国は総務省統計局の人口推計（令和 5年 6月報）の 1月 1日現在の数値を掲載。 

【人口の推移】 

区 分  令和 3年 令和 4年 令和 5年 

人口（人） 41,928 41,406 40,765 

 40～64歳人口（人） 13,627 13,563 13,372 

高齢者人口（人） 16,735 16,656 16,579 

 前期高齢者（65～74歳） 7,959 7,506 7,053 

後期高齢者（75歳以上） 8,776 9,150 9,526 

高齢化率（％） 39.9 40.2 40.7 

※住民基本台帳（各年１０月 1日現在） 

【人口の推計】 

区 分  令和 6年 令和 7年 令和 8年 

人口（人） 38,995 38,227 37,489 

 40～64歳人口（人） 12,553 12,335 12,054 

高齢者人口（人） 16,184 16,049 

 

15,899 

 前期高齢者（65～74歳） 6,462 6,103 5,913 

後期高齢者（75歳以上） 9,722 9,946 9,986 

高齢化率（％） 41.5 42.0 42.4 

 

区 分  令和１２年 令和１７年 令和２２年 

人口（人） 34,536 30,851 27,245 

 40～64歳人口（人） 10,928 9,300 7,481 

高齢者人口（人） 15,292 14,522 13,857 

 前期高齢者（65～74歳） 5,152 5,230 5,330 

後期高齢者（75歳以上） 10,140 9,292 8,527 

高齢化率（％） 4４.３ 47.１ 50.9 

※各年１０月 1日現在推計値 
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（２）世帯構造 

本市では半数以上の世帯が高齢者のいる世帯となっています。高齢者のいる世帯の割合

についても神奈川県や全国の数値を大きく上回っており、今後も上昇が見込まれているた

め、高齢化の急速な進展や単身世帯の増加による高齢者の社会的孤立が懸念されます。 

 

【世帯の推移の比較】 

三浦市 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 

世帯数（世帯） 17,523 17,884 17,567 17,210 

１世帯あたり人員（人） 2.8 2.7 2.6 2.4 

高齢者のいる世帯（世帯） 7,860 9,018 10,104 10,414 

 単独世帯（世帯） 1,514 2,034 2,560 2,937 

 （％） 19.3 22.6 25.3 28.2 

 夫婦世帯（世帯） 1,983 2,433 2,793 3,157 

 （％） 25.2 27.0 27.6 30.3 

 同居世帯（世帯） 4,363 4,551 4,751 4,320 

 （％） 55.5 50.5 47.0 41.5 

高齢者のいる世帯（％） 44.9 50.4 57.5 60.5 

 

 

 

神奈川県 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 

世帯数（世帯） 3,591,866 3,844,525 3,979,278 4,210,122 

１世帯あたり人員（人） 2.4 2.4 2.3 2.2 

高齢者のいる世帯（世帯） 1,007,366 1,209,217 1,410,766 1,497,424 

 単独世帯（世帯） 226,119 308,463 398,979 459,724 

 （％） 22.4 25.5 28.3 30.7 

 夫婦世帯（世帯） 295,267 363,535 427,748 483,754 

 （％） 29.3 30.1 30.3 32.3 

 同居世帯（世帯） 485,980 537,219 584,039 553,946 

 （％） 48.2 44.4 41.4 37.0 

高齢者のいる世帯（％） 28.0 31.5 35.5 35.6 
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全国 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 

世帯数（世帯） 49,566,305 51,950,504 53,448,685 55,704,949 

１世帯あたり人員（人） 2.6 2.5 2.4 2.3 

高齢者のいる世帯（世帯） 17,204,473 19,337,687 21,713,308 22,655,031 

 単独世帯（世帯） 3,864,778 4,790,768 5,927,686 6,716,806 

 （％） 22.5 24.8 27.3 29.6 

 夫婦世帯（世帯） 4,487,042 5,250,952 6,079,126 6,848,041 

 （％） 26.1 27.2 28.0 30.2 

 同居世帯（世帯） 8,852,653 9,295,967 9,706,496 9,090,184 

 （％） 51.5 48.1 44.7 40.1 

高齢者のいる世帯（％） 34.7 37.2 40.6 40.7 

※各年国勢調査の結果です。 

※割合に関しては四捨五入をしているため、合計が１００％にならない場合があります。 
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（3）日常生活圏域 

第３期計画から、住み慣れた地域で日常生活を送ることができるようサービス基盤を整

備する上での単位として、三崎地区、南下浦地区、初声地区の 3 つの日常生活圏域を設定

しました。第 9期計画においても引き続き 3つの日常生活圏域をそのまま維持することと

します。 

各圏域にはコミュニティを形成する中心的公共施設商店や病院などの生活を形成する上

での環境が備わっています。 

 

 

初 声 地 区 

人 口（人）   9,558 

高 齢 者 

人 口（人） 
3,479 

高 齢 化 

率   （％） 
 36.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 崎 地 区 

人 口（人）   16,342 

高 齢 者 

人 口（人） 
 7,484 

高 齢 化 

率   （％） 
  45.8 

※住民基本台帳（令和５年 10 月１日現在）  

南 下 浦 地 区 

人 口（人） 14,865 

高 齢 者 

人 口（人） 
 5,616 

高 齢 化 

率   （％） 
  37.8 
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２ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の概要 

 

（１）調査の目的 

第 9 期計画を策定するにあたり、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を実施することに

より、地域の高齢者の現状から地域課題を把握（地区診断）することや、必要となるサービ

スを把握することを目的とし、実施しました。 

 

（２）調査対象者・調査方法等  

ア 調査対象者（令和 5年 2月８日現在、無作為抽出） 

（ア）市内在住で６５歳以上の一般高齢者の方（抽出数２，６００人） 

（イ）市の被保険者で要支援１・２の認定を受けている方（抽出数４００人） 

イ 調査期間          

令和 5年 2月１7日（金）～令和 5年 3月 8日（水）  

ウ 調査内容 

国が提示する「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」（必須項目３５問＋オプション項

目２９問）に市独自設問（５問）を加えたもの 

エ 調査方法          

（ア）調査票による記入方式 

（イ）郵送による配布・回収 

   

（３）回収結果 

 

 

 

 

（４）調査結果の表記について 

   回答結果の割合（％）については、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五

入しているため、単数回答であっても、合計値が１００％にならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配布数 回収数 回収率 

3,000 人 1,858人 61.9% 
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（５）調査結果について（抜粋）  

 

ア 回答者の基本情報                    

 

【回答者の年齢別】                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者の性別】                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者の圏域別】                  

 

 

 

 

 

 

 

65-69歳

270人（14.5%）

70-74歳

462人（24.9%）

75-79歳

419人（22.6%）

80-84歳

346人（18.6%）

85-89歳

243人（13.1%）

90-94歳

97人（5.2%）

95-99歳

16人（0.9%）

100歳以上

1人（0.1%） 無回答

4人（0.2%）

回答者数 1,858人

男性

815人

（43.9%）

女性

1,039人

（55.9%）

無回答

4人（0.2%）

回答者数 1,858人

三崎地区

850人

（45.7%）

南下浦地区

601人

（32.3%）

初声地区

403人

（21.7%）

無回答

4人0.2%

回答者数 1,858人
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イ 家族や生活状況について               

家族構成については、「夫婦２人暮らし(配偶者６５歳以上)」が３８．４％で最も高く、次

いで「1人暮らし」が２２．２％、「息子・娘との２世帯」が１２．９％と続いています。 

 

【家族構成について】                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護・介助の必要性】                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1人暮らし

412人

（22.2%）

夫婦2人暮らし

（配偶者65歳以上）

714人

（38.4%）

夫婦2人暮らし

（配偶者64歳以下）

63人

（3.4%）

息子・娘との2世帯

240人

（12.9%）

その他

205人（11.0%）

無回答

224人（12.1%）

回答者数 1,858人

介護・介助は必要ない

1,436人

（77.3%）

何らかの介護・介助は必要

だが、現在は受けていない

212人

（11.4%）

現在、何らかの介護を

受けている

143人

（7.7%）

無回答

67人（3.6%）

回答者数 1,858人
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【介護・介助が必要になった主な原因】 

（介護・介助が必要な方及び介護を受けている方のみ・複数回答） 

総数 496件 

回答者数 355人  

 

 

 

 

 

  

◆骨折・転倒により介護が必要となった方が多いことから、転倒予防や運動器の機

能向上等を目的とした介護予防事業の充実を引き続き図ることが必要と考えられ

ます。 

 
◆心臓病・糖尿病など若い頃からの生活習慣が原因となって引き起こされる疾患に

より介護が必要になる方も多くいます。重症化予防など、若い世代からの一体的

な取組が必要と考えられます。 

 

◆認知症により介護になった方が増加傾向です。早期に発見し対応することが介護

予防につながるため、認知症に関する知識の普及啓発や早期発見の取り組みが必

要と考えられます。 

 

20.0%

13.2%

11.5%

10.7%

9.6%

9.0%

8.5%

6.2%

6.2%

5.4%

3.9%

2.0%

1.4%

8.7%

0.6%

22.8%

高齢による衰弱

骨折・転倒

心臓病

糖尿病

視覚・聴覚障害

関節の病気（リウマチ等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

がん（悪性新生物）

脊椎損傷

認知症(アルツハイマー病等)

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

腎疾患（透析）

パーキンソン病

その他

不明

無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25%

71件 

81件 

47件 

41件 

38件 

34件 

32件 

30件 

22件 

22件 

19件 

14件 

7件 

5件 

31件 

2件 
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【介護者の詳細】 

（現在、何らかの介護を受けている方のみ・複数回答） 

  最も多かったのは「配偶者（夫・妻）」で３０．８％、次に「娘」２９.４％、「介護サービ

スのヘルパー」２６.６％となっています。前回調査時最も多かった「介護サービスのヘルパ

ー」は５.５％減少しています。 

総数 207件 

回答者数 143人 

    

30.8％

29.4％

26.6％

22.4％

9.8％

6.3％

2.8％

7.0％

9.8％

配偶者(夫・妻)

娘

介護サービスのヘルパー

息子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

38件 

32件 

4件 

14件 

42件 

14件 

9件 

10件 

44件 
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ウ からだを動かすことについて 

過去 1年間に転んだ経験がある割合は全体で３１．９％ですが、５６．９％の方が 「転 

倒に対する不安が大きい」と回答しています。 

週１回以上外出する割合は、全体で９０．１％です。しかし、「昨年と比べて外出回数が減

っている」割合は３５．３％、「外出を控えている」割合は３３．４％となっており、理由と

しては「足腰などの痛み」が４４．４％となっています。 

 

【過去１年間に転んだ経験がありますか】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転倒に対する不安は大きいですか】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆約６割の方が転倒に対する不安を抱えています。また、介護が必要となった原因

として骨折・転倒は上位となっているため、「転倒予防」や「筋力の低下予防」な

どの介護予防事業の充実及び推進が、今後も必要と考えられます。 

何度もある

215人

（11.6%）

１度ある

377人

（20.3%）

ない

1244人

（67.0%）

無回答

22人（1.2%）

回答者数 1,858人

とても不安である

327人

（17.6%）

やや不安である

730人

（39.3%）

あまり不安でない

448人

（24.1%）

不安でない

311人

（16.7%）

無回答

42人（2.3%）

回答者数 1,858人
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【週に１回以上は外出していますか】         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昨年と比べて外出の回数が減っていますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外出を控えていますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど外出しない

154人

（8.3%）

週１回

288人

（15.5%）

週2～4回

860人

（46.3%）

週5回以上

526人

（28.3%）

無回答

30人（1.6%）

回答者数 1,858人

とても減っている

127人

（6.8%）

減っている

530人

（28.5%）

あまり減っていない

586人

（31.5%）

減っていない

589人

（31.7%）

無回答

26人（1.4%）

回答者数 1,858人

はい

621人

（33.4%）

いいえ

1,203人

（64.7%）

無回答

34人（1.8%）

回答者数 1,858人
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【外出を控えている理由】（外出を控えている方のみ。複数回答） 

総数 997件 

回答数 621人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆外出を控えている方のうち約半数の方が、足腰の痛みを挙げています。 

外出をすることは、認知機能、社会とのつながりなどを維持し、介護予防につなが

ることから重要であるため、通いの場等へのリハビリテーション専門職等の関与を

支援することが必要と考えられます。 

◆外出を控えている理由として「その他」を選択した方のほとんどが「コロナ対

策」と回答しており、新型コロナウイルス感染症による外出控えが続いていること

が分かりました。感染症対策をとりながら、外出のきっかけづくりへの対策も必要

と考えられます。 

44.4％

15.3％

13.7％

13.2％

12.9％

11.1％

9.3％

8.4％

2.3％

17.6％

12.4％

足腰などの痛み

外での楽しみがない

トイレの心配(失禁など) 

交通手段がない

病気

耳の障害（聞こえの問題など）

経済的に出られない

目の障害

障害(脳卒中の後遺症など)

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

77件 

276件 

95件 

85件 

82件 

69件 

14件 

58件 

109件 

52件 

80件 
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エ 食べることについて 

「やせ（低体重）（BMI２１．５未満）」が３０．６％、「肥満（BMI２５．０以上）」が２３．

０％となっており、どなたかと食事をともにする機会が「毎日ある」割合は５２．９％となっ

ています。 

  また、お口の機能低下に該当する割合は、２４．１％となっています。 

 

【ＢＭＩ】 

 

【どなたかと食事をともにする機会はありますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

やせ（低体重）

（21.5未満）

569人

（30.6%）

普通

（21.5以上25.0未満）

729人

（39.1%）

肥満

（25.0以上）, 

428人

（23.0%）

無回答

135人（7.3%）

回答者数 1,858人

◆高齢者のフレイル予防の観点から「日本人の食事摂取基準（２０２０年版）」で

は、６５歳以上の目標とするＢＭＩが１８．５～２４．９から２１．５～２４．９

に引き上げられ、従来より多くの方がやせに該当しています。低栄養の高齢者に対

する支援が重要であると考えられます。 

毎日ある

983人

（52.9%）

週に何度かある

159人（8.6%）

月に何度かある

272人（14.6%）

年に何度かある

213人（11.5%）

ほとんどない

177人（9.5%） 無回答

54人（2.9%）

回答者数 1,858人
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【お口の機能低下】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の 3 設問について、2 問以上該当する選択肢が回答された場合、口腔機能の低下している高

齢者として判定しました。 

・半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

・お茶や汁物等でむせることがありますか 

・口の渇きが気になりますか 

 

 

 

◆お口の機能が低下すると、日常生活に支障を来すばかりでなく、全身の機能低下、要

介護状態へとつながる可能性があります。正しい口腔ケアやお口の運動の普及啓発

が必要と考えられます。 

 

該当

447件

（24.1 %）

非該当

1,370人

（73.7 %）

判定不明

41人（2.2 %）

回答者数 1,858人
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オ 毎日の生活について 

物忘れが多いと感じている割合は、４１．８％となっています。 

また、「バスや電車を使って１人で外出」については、前回調査時と比べて「できるし、し

ている」が７６．７％と４％減少していますが、「できるけどしていない」が１２．９％と３％

増加しています。 

趣味がある割合は、６２．０％、生きがいがある割合は、４６．０％となっています。生き

がいがある方のうち趣味がある方の割合は、８２．３％となっています。 

 

【物忘れが多いと感じますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【バスや電車を使って 1人で外出していますか（自家用車でも可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

777人

（41.8%）

いいえ

1,032人

（55.5%）

無回答

49人（2.6%）

回答者数 1,858人

できるし、している

1,425人

（76.7%）

できるけどしていない

239人

（12.9%）

できない

150人

（8.1%）

無回答

44人（2.4%）

回答者数 1,858人
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【趣味はありますか】 

 

 

【生きがいはありますか】 

 

 

 

趣味あり

1,152人

（62.0%）

思いつかない

507人

（27.3%）

無回答

199人（10.7%）

回答者数 1,858人

生きがいあり

854人

（46.0%）

思いつかない

775人

（41.7%）

無回答

229人（12.3%）

回答者数 1,858人
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カ 地域での活動について 

５５．５％の方が何らかの地域での活動に参加しています。 

週１回以上参加している割合でみると、「収入のある仕事」が２０．０％で最も高く、次

いで「スポーツ関係のグループやクラブ」が９．６％、「趣味関係のグループ」が７．７％

と続いており、前回と全く同じ順位でした。 

  「地域住民の有志によるグループ活動」には、参加者として４８．１％の方がぜひ参加 

したい・参加してもよいと回答しています。また、企画・運営としても３０．１％の方が 

ぜひ参加したい・参加してもよいと回答しています。 

 

【地域での活動に参加していますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域での活動にどのくらいの頻度で参加していますか】    

回答者数 1,031人 

 

  
0% 10% 20% 30%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

元気アップ教室・脳の健康教室、ふれあいサロン等

の介護予防のための通いの場

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

週4回

以上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

8.0% 

13.9% 

20.2% 

5.1% 

9.4% 

3.7% 

16.8% 

23.3% 

参加している,

1,031人

(55.5%）

参加していない

550人

(29.6%)

無回答,

277人

（14.9%）

回答者数 1,858人
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【地域住民の有志によるグループ活動に参加者として参加してみたいですか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域住民の有志によるグループ活動に企画・運営として参加してみたいですか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

是非参加したい

132人

（7.1%）

参加してもよい

761人

（41.0%）

参加したくない

745人

（40.1%）

既に参加している

79人

（4.3%）

無回答

141人（7.6%）

回答者数 1,858人

是非参加したい

59人

（3.2%）

参加してもよい

500人

（26.9%）
参加したくない

1,082人

（58.2%）

既に参加している

48人

（2.6%）

無回答

169人（9.1%）

回答者数 1,858人
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キ たすけあいについて 

たすけあいの状況については、助け合う方がいる割合がどの設問でも高く、「配偶者」が最

も高くなっています。 

 

【病気で寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人】（複数回答） 

総数 2,914件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族や友人・知人以外で、相談する相手を教えてください】（複数回答） 

総数 2,242件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.7％

36.0％

25.5％

19.4％

7.0％

2.5％

1.3％

6.7％

4.7％

配偶者

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

125件 

997件 

668件 

474件 

361件 

130件 

47件 

24件 

88件 

26.7％

12.9％

9.5％

9.0％

4.4％

5.9％

41.2％

11.1％

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所・役場

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

自治会・町内会・老人クラブ

その他

そのような人はいない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

497件 

239件 

207件 

177件 

167件 

81件 

109件 

765件 



28 

 

ク 健康について 

主観的健康感については、７５．８％の方が「健康である」と回答している一方で、２１．

３％の方が「健康ではない」と感じています。 

現在治療中の病気について、８０．２％の方が「ある」と回答しています。最も多いのは「高 

血圧」で、次いで「目の病気」、「糖尿病」です。男性では、「高血圧」に次いで「糖尿病」が

多く、女性では、「高血圧」に次いで「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の割合が多

いです。 

 

【健康状態はいかがですか】 

 

 

 

 

 

 

 

【現在治療中、又は後遺症のある病気はありますか】（複数回答） 

総数 3,440件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 認知症にかかる相談窓口の把握について 

とてもよい

166人

（8.9%）

まあよい

1,243人

（66.9%）

あまりよくない

337人

（18.1%）

よくない

60人

（3.2%）

無回答52（2.8%）

回答者数 1,858人

11.8%

45.3%

17.5%

15.2%

13.6%

12.8%

11.2%

7.8%

7.4%

7.3%

6.2%

5.0%

3.4%

3.2%

2.0%

1.1%

0.6%

0.5%

5.0%

8.0%

ない

高血圧

目の病気

糖尿病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

高脂血症（脂質異常）

心臓病

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

外傷（転倒・骨折等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

血液・免疫の病気

認知症(アルツハイマー病等)

うつ病

パーキンソン病

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

116件 

220件 

841件 
325件 

282件 

253件 

209件 

145件 

93件 

64件 

60件 

37件 

21件 
12件 

10件 

137件 

149件 

136件 

237件 

93件 
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ケ 認知症にかかる相談窓口の把握について 

認知症の症状のある又は家族に認知症の症状がある方は、８．８％となっています。 

相談窓口を知っている方の割合は、２３．０％となっています。 

 

【認知症の症状のある又は家族に認知症の症状がある人がいますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知症に関する相談窓口を知っていますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆全国の推計において令和７（２０２５）年には６５歳以上高齢者の約５人に１人が

認知症になると見込まれています。６５歳以上高齢者が約４割を占める本市において

も例外ではないため、認知症ケアパスなどを利用し、認知症に関する相談窓口の更な

る周知が必要です。 

はい

164人

（8.8%）

いいえ

1,606人

（86.4%）

無回答

88人

（4.7%）

回答者数 1,858人

はい

427人

（23.0%）

いいえ

1,356人

（73.0%）

無回答

75人

（4.0%）

回答者数 1,858人
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コ その他 

（ア）介護保険サービスを受けて生活する場合の生活場所について 

介護保険サービスを受けて生活する場合の生活場所については、「自宅」での生活を望む

方が５３．４％となっており、「わからない」が２２．９％となっています。 

 

【あなたは、介護保険サービスを受けて生活する場合、どこでの生活を望んでいますか】 

（複数回答） 

総数 1,858件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

53.4%

4.6%

3.6%

1.3%

3.1%

0.7%

22.9%

10.4%

自宅

特養（特別養護老人ホーム）

老健（介護老人保健施設）

グループホーム

有料老人ホーム

その他

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

193

993件 

85件 

66件 

25件 

426

13件 

57件 
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（イ）住居や周りの環境について 

住居やその周りの環境で不便なことや困っていることについては、「特にない」という回

答が３４．７％ですが、「維持管理が大変」が１９．１％、「交通の便が悪い」が１８．８％、

「耐震性や安全性に不安」が１８．３％となっています。 

 

【お住まいやその周りの環境で、不便なことや困っていることがありますか】 

（複数回答） 

総数 3,032件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.7%

19.1%

18.8%

18.3%

14.4%

13.9%

13.3%

7.9%

5.5%

5.4%

2.3%

1.1%

8.7%

特にない

維持管理が大変

交通の便が悪い

耐震性や安全性に不安

商業施設が近くにない

公共機関が近くにない

階段など昇り降りが大変

医療機関や介護ｻｰﾋﾞｽの事業所が近くにない

知人が近くにいない

トイレ、風呂場などの段差があって大変

家賃やローンが高く大変

その他

無回答

0% 20% 40% 60%

349件 

340件 

267件 

259件 

146件 

102件 

20件 

100件 

355件 

247件 

42件 

644件 

161件 
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（ウ）地域で高齢者を支え合う支援について 

地域で高齢者を支え合う支援として地域の方にしてもらいたい（してみたい）と思う 

支援については、「特にない」という回答が５３．６％です。その次に「見守り」が 

１３．５％、「庭の手入れ」が１１．５％、「ごみだし」が１１．２％となっています。 

 

【地域で高齢者を支え合う支援として、地域の方にしてもらいたい 

（地域のためにしてみたい）と思う支援は何ですか】（複数回答） 

総数 2,643件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.6%

13.5%

11.5%

11.2%

11.1%

6.7%

5.8%

5.0%

4.6%

3.3%

2.2%

1.6%

1.1%

1.1%

10.2%

特にない

見守り

庭の手入れ

ごみだし

買い物

掃除

電球の交換

家の中の修理

外出の付き添い

書類などの代筆

ペットの世話

その他

部屋の模様替え

留守番

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

996件 

250件 

213件 

208件 

206件 

124件 

108件 

92件 

85件 

61件 

40件 

29件 

21件 

20件 

190件 
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（エ）介護予防教室への参加意向等について 

３２．３％の方が「介護予防教室へ参加してみたい」と回答しています。男女別にみる

と、男性は２５．２％、女性は３８．０％となっています。 

参加してみたい内容としては、「運動や体操の教室」が最も多く、次いで「ひざや腰痛改

善の教室」、「認知症予防の教室」と続いています。 

参加したくない理由ついては、「元気だから」が最も多く、次いで「面倒だから」、「自分

で努力しているから」と続いています。 

 

【市が実施する介護予防のための教室に参加してみたいと思いますか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【どのような教室に参加したいと思いますか】（複数回答） 

総数 1,191件 

回答者数 601人 

 

 

 

 

  

はい

601人

（32.3%）いいえ

1,097人

（59.0%）

無回答

160人（8.6%）

回答者数 1,858人

52.2%

51.6%

49.6%

30.4%

10.5%

1.7%

2.2%

運動や体操の教室

ひざや腰痛改善の教室

認知症予防の教室

食事や栄養の教室

歯や口腔の教室

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

314件 

310件 

298件 

183件 

63件 

10件 

13件 
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【参加したくない理由は何ですか】（複数回答） 

総数 2,121件 

回答者数 1,097人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆介護予防教室に参加してみたいと考えている男性はある程度いますが、実際は参加者

のほとんどが女性です。多くの高齢者に興味や関心を持ち、参加しやすい教室の開催

と情報提供が必要と考えられます。 

  

39.9%

28.9%

27.9%

19.1%

16.5%

15.2%

14.1%

11.1%

5.7%

4.0%

3.5%

2.8%

4.5%

元気だから

面倒だから

自分で努力しているから

忙しいから

人づきあいが苦手だから

興味がないから

通院しているから

自分には合わないから

場所が不便だから

場所がわからないから

その他

効果がないと思うから

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

438件 

317件 

167件 

306件 

210件 

181件 

155件 

122件 

63件 

44件 

38件 

31件 

49件 
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（オ）人生の最期を迎えるときが来た場合の生活場所について 

人生の最期に過ごしたい場所については、「自宅で療養して、必要になれば医療機関に入

院したい」が３４．５％、「自宅で過ごしたい 」が３３．７％で、次いで、「わからない」

が１０．８％と続いています。 

 

【あなたが人生の最期を迎えるときが来た場合、どこで過ごしたいですか】 

（複数回答） 

総数 1,858件 

回答者数 1,858人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ 日常生活圏域別にみた特性 

  アンケート調査結果を３つの日常生活圏域別に分析しましたが、各質問の項目の回  答

については、大きな差異は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

34.5%

33.7%

10.8%

6.6%

4.7%

0.9%

8.8%

自宅で療養して、必要になれば医療機関に

入院したい

自宅で過ごしたい 

わからない

医療機関に入院したい

老人ホームなどの施設に入所したい

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

641件 

627件 

200件 

122件 

87件 

17件 

164件 
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３ 在宅介護実態調査の概要 

 

（１）調査の目的         

今回、第９期計画を策定するにあたり、「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等

介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービスの在り方を検討するための基礎資料にす

るために、調査を実施しました。 

 

（２）調査対象者・調査方法等  

ア 調査対象者 

在宅で要介護・要支援認定を受けている方のうち、認定の更新又は区分変更の申請により 

認定調査を令和４年４月から令和５年５月３１日までに受けた方。 

 イ 調査期間 

令和４年１０月～令和５年５月 

ウ 調査内容 

国が提示する「在宅介護実態調査（全１９問）」 

エ 調査方法 

・令和４年４月１日から同年９月３０日までの間に認定の更新又は区分変更を申請した

方については、郵送にて実施しました。 

・令和４年１０月１日から令和５年５月３１日までの間に認定の更新又は区分変更を申

請した方については、認定調査の後に、認定調査を行った調査員が、本人から同意を得ら

れた場合にのみ面談にて実施しました。 

 

（３）回収結果 

   ８１２人 

 

（４）調査結果の表記について 

 ア グラフ内で示されている割合の表記は、複数回答の場合、その選択肢を選んだ方の割

合（％）を表しているため、合計値が１００％を超える場合があります。また、少数点

以下第 2位で四捨五入しているため、単数回答であっても、合計値が１００％になら

ない場合があります。 

 

 イ 本市での調査結果に加えて、厚生労働省から公表された全国の調査結果も合わせて 

考察をしていきます。全国の調査結果については、選択肢ごとの件数が公表されていな

いため、割合（％）のみの表示になっています。 
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（５）聞き取りを行った相手及び世帯類型 

 

【聞き取りを行った相手】（複数回答） 

 

 

 

【世帯類型】（単数回答） 

 

 

 

 

 

  

0人

6人

61人

27人

469人

347人

0.0%

0.7%

7.5%

3.3%

57.8%

42.7%

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

無回答

その他

調査対象者のケアマネジャー

主な介護者以外の家族・親族

主な介護者となっている家族・親族

調査対象者本人

総数 910件

回答者数812人

343人

209人

245人

15人 1.8%

42.2%

25.7%

30.2%

0 100 200 300 400 500 600

無回答

その他

夫婦のみ世帯

単身世帯

回答者数 812人
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（６）調査結果及び現状の分析結果 

ア 在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制について 

在宅限界点の向上に向けて必要となる支援・サービスを検討するため、「在宅生活の継

続」と「介護者不安の軽減」の視点から、本市の現状を分析します。 

 

【施設等検討の状況】（単数回答） 

 [三浦市] 

 

 

 [全国] 

 
◆ 本市では「入所・入居を検討している」が１３．４％、「すでに入所・入居申し込み 

をしている」が３．８％という結果となりました。全国の調査結果では「入所・入居を

検討している」が１７．３％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が８．３％と

なりました。 

   

58人

31人

109人

614人

7.1%

3.8%

13.4%

75.6%

0 100 200 300 400 500 600 700

無回答

すでに入所・入居申し込みをしている

入所・入居を検討している

入所・入居は検討していない

回答者数 812人

6.2%

8.3%

17.3%

68.2%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

すでに入所・入居申し込みをしている

入所・入居を検討している

入所・入居は検討していない
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イ 仕事と介護の両立に向けた支援・サービス提供体制について 

 介護者の就労継続見込みの向上に向けて必要となる支援・サービスを検討するため 

に、「主な介護者の就労状況」と「主な介護者の就労継続見込み」の視点から分析をしま 

す。 

 

【介護のための離職の有無】（家族や親族から介護を受けている方のみ・複数回答） 

※介護を主な理由として過去１年間の間に仕事を辞めたかどうかを質問しています。 

[三浦市] 

 

  [全国] 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」と 

回答した方は全国では７３．８％、本市では７８．９％と差は出ていましたが、回答の

分布としては、大きな差はみられませんでした。 

  

79件

11件

511件

1件

7件

3件

36件

12.2%

1.7%

78.9%

0.2%

1.1%

0.5%

5.6%

0 200 400 600

無回答

わからない

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

主な介護者以外の家族・親族が転職した

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた…

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

総数 648件

回答者数 648人

12.7%

3.5%

73.8%

0.5%

1.4%

1.0%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

わからない

介護のために仕事を辞めた家族・親族は…

主な介護者以外の家族・親族が転職した

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞…

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）
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【主な介護者の就労継続の可否に係る意識】 

（主な介護者が就労している方のみ・単数回答） 

 [三浦市] 

 

  [全国] 

 

 

 

 

 

 

  

49人

13人

18人

29人

143人

89人

14.4%

3.8%

5.3%

8.5%

41.9%

26.1%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

続けていくのは、かなり難しい

続けていくのは、やや難しい

問題はあるが、何とか続けていける

問題なく、続けていける

回答者数 341件

0.0%

4.8%

5.1%

8.7%

53.3%

21.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

続けていくのは、かなり難しい

続けていくのは、やや難しい

問題はあるが、何とか続けていける

問題なく、続けていける
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【主な介護者の勤務形態】（単数回答） 

 [三浦市] 

 

  [全国] 

 

 

 

 

 

 

 

  

52人

2人  0.3% 

254人

122人

167人

8.7%

42.5%

20.4%

28.0%

0 50 100 150 200 250 300

無回答

主な介護者に

確認しないとわからない

働いていない

パートタイムで働いている

フルタイムで働いている

回答者数 597人

1.2% 

5.2%

49.3%

17.9%

26.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

主な介護者に

確認しないとわからない

働いていない

パートタイムで働いている

フルタイムで働いている
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【今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護】（複数回答） 

[三浦市]  

 

 

 

 

 

 

   

119件

34件

75件

22件

42件

76件

59件

20件

130件

35件

122件

61件

11件

13件

91件

15件

91件

73件

19.9%

5.7%

12.6%

3.7%

7.0%

12.7%

9.9%

3.4%

21.8%

5.9%

20.4%

10.2%

1.8%

2.2%

15.2%

2.5%

15.2%

12.2%

0 20 40 60 80 100 120 140

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

不安に感じていることは、特にない

その他

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

食事の準備（調理等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

認知症状への対応

服薬

外出の付き添い、送迎等

屋内の移乗・移動

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

入浴・洗身

食事の介助（食べる時）

夜間の排泄

日中の排泄

総数 1,089件

回答者数 597人



43 

 

[全国] 

 

 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、「不安に感じていることは、特にない」と回答した方 

は、全国では８．４％に対し、本市では１２．６％でした。 

また、全国も三浦市も「認知症状への対応」と回答した方が最も多いという結果とな

りました。 

「認知症への対応」は、本市でも全国でも同じように、主な介護者が不安に感じてお

り、認知症の方への支援やサービスの充実を図ることが、在宅限界点の向上につながる

ものと考えられます。 

 

  

0.1%

4.0%

8.4%

5.5%

8.6%

11.9%

13.9%

4.5%

31.4%

9.4%

24.9%

14.4%

5.4%

3.6%

22.4%

7.1%

25.4%

20.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

不安に感じていることは、特にない

その他

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

食事の準備（調理等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

認知症状への対応

服薬

外出の付き添い、送迎等

屋内の移乗・移動

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

入浴・洗身

食事の介助（食べる時）

夜間の排泄

日中の排泄
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【主な介護者の働き方の調整状況】（主な介護者が就労している方のみ・複数回答） 

 [三浦市] 

 

 

 

 

◆ 「特に行っていない」がもっとも多かったものの、全体としてみると何らかの調整 

をしている方は半数を超える結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18件

132件

7件

32件

77件

66件

9件

5.3%

38.7%

2.1%

9.4%

22.6%

19.4%

2.6%

0 50 100 150

無回答

特に行っていない

主な介護者に確認しないとわからない

介護のために、上記以外の

調整をしながら、働いている

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、

短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しなが

ら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を

利用しながら、働いている

総数 341件

回答者数 341人
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【就労の継続に向けて効果的であると考えられる勤め先からの支援】 

（主な介護者が就労している方のみ・複数回答） 

 [三浦市] 

 

 

 

 

◆ 「介護休業・介護休暇等の制度の充実」「介護をしている従業員への経済的な支援」 

が多い結果となりました。 

  

57件

20件

79件

3件

56件

11件

18件

19件

51件

51件

72件

49件

16.7%

5.9%

23.2%

0.9%

16.4%

3.2%

5.3%

5.6%

15.0%

15.0%

21.1%

14.4%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

特にない

その他

介護をしている従業員への経済的な支援

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

仕事と介護の両立に関する情報の提供

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

制度を利用しやすい職場づくり

介護休業・介護休暇等の制度の充実

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

総数 486件

回答者数 341人
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ウ 保険外の支援・サービスを中心とした地域資源の整備 

   在宅限界点の向上に向けて必要となる支援・サービスを検討するために、「保険外の支 

援・サービス」の視点から、どういった支援・サービスの充実が必要となるかを分析しま 

す。 

【保険外の支援・サービスの利用状況】（複数回答） 

[三浦市] 

 

 

 

 

 

  

84件

556件

40件

30件

12件

39件

17件

24件

14件

19件

6件

44件

10.3%

68.5%

4.9%

3.7%

1.5%

4.8%

2.1%

3.0%

1.7%

2.3%

0.7%

5.4%

0 100 200 300 400 500 600

無回答

特になし

その他

サロンなどの定期的な通いの場

見守り、声かけ

移送サービス

（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

外出同行

（通院、買い物など）

ゴミ出し

買い物

（宅配は含まない）

掃除・洗濯

調理

配食

総数 885件

回答者数 812人
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【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】（複数回答） 

[三浦市] 

 

 

 

 

◆ 「移送サービス（介護・福祉タクシー）」「外出同行（通院、買い物など）」が多い結 

果となりました。これらの充実を図ることで、4２ページの【今後の在宅生活の継続

に向けて、主な介護者が不安に感じる介護】の本市の調査結果で多く見られた「認知

症状への対応」や「外出の付き添い、送迎等」の解消につながる可能性があります。 

 

  

74件

328件

33件

47件

121件

184件

146件

86件

79件

102件

58件

82件

9.1%

40.4%

4.1%

5.8%

14.9%

22.7%

18.0%

10.6%

9.7%

12.6%

7.1%

10.1%

0 50 100 150 200 250 300 350

無回答

特になし

その他

サロンなどの定期的な通いの場

見守り、声かけ

移送サービス

（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

外出同行

（通院、買い物など）

ゴミ出し

買い物

（宅配は含まない）

掃除・洗濯

調理

配食

総数 1,340件

回答者数 812人
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エ 将来の世帯類型の変化に応じた支援・サービスの提供体制 

   在宅限界点の向上のため、将来の世帯類型の変化に応じた支援・サービスの提供体制を 

検討します。 

【主な介護者の本人との関係】（家族や親族から介護を受けている方のみ・単数回答） 

[三浦市] 

 

【主な介護者の年齢】（家族や親族から介護を受けている方のみ・単数回答） 

[三浦市] 

 

◆ 現在本市で要介護認定を受けている年齢層は、８０代がもっとも多く、約半数を占 

めています。主な介護者の集計結果は、子が５２．９％でもっとも多く、次いで配偶

者が２９．３％で、年齢は、５０代、６０代、７０代が多い結果となりました。 

現在の主な介護者が、介護が必要となる将来に向けて、家族のほかに、サービス・

支援の体制を整えていく必要があります。 

  

15人

13人

31人

7人

49人

343人

190人

  2.3%

2.0%

4.8%

1.1%

7.6%

52.9%

29.3%

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答

その他

.兄弟・姉妹

孫

子の配偶者

子

配偶者

回答者数 648人

7人

0人

96人

139人

181人

163人

47人

11人  1.7%

3人 0.5%

1人

1.1%

0.0%

14.8%

21.5%

27.9%

25.2%

7.3%

0.2%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

無回答

わからない

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

20歳未満

回答者数 648人
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【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】 

（【世帯類型】において、「単身世帯」を選択した方のみ・複数回答） 

[三浦市] 

 

【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】 

（【世帯類型】において、「夫婦のみ世帯」を選択した方のみ・複数回答） 

[三浦市] 

 

◆ ３７ページの【世帯類型】で、「単身世帯」を選択した方は、「見守り、声かけ」 

「掃除・洗濯」「ゴミ出し」が多く、「夫婦のみ世帯」を選択した方は、「移送サービ

ス（介護・福祉タクシー）」「外出同行（通院、買い物など）」「買い物（宅配は含まな

い）」が多い結果となりました。 

「単身世帯」と「夫婦のみ世帯」で、ニーズに違いがあることがわかりました。 

  

85件

11件

20件

54件

46件

40件

49件

31件

50件

26件

31件

34.7%

4.5%

8.2%

22.0%

18.8%

16.3%

20.0%

12.7%

20.4%

10.6%

12.7%

0 20 40 60 80 100

特になし

その他

サロンなどの定期的な通いの場

見守り、声かけ

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

外出同行（通院、買い物など）

ゴミ出し

買い物（宅配は含まない）

掃除・洗濯

調理

配食

総数 443件

回答者数 245人

78件

7件

8件

24件

54件

42件

23件

31件

26件

15件

23件

37.3%

3.3%

3.8%

11.5%

25.8%

20.1%

11.0%

14.8%

12.4%

7.2%

11.0%

0 20 40 60 80 100

特になし

その他

サロンなどの定期的な通いの場

見守り、声かけ

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

外出同行（通院、買い物など）

ゴミ出し

買い物（宅配は含まない）

掃除・洗濯

調理

配食

総数 331件

回答者数 209人
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【今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護】 

（【世帯類型】において、「単身世帯」を選択した方のみ・複数回答） 

[三浦市] 

 

 

 

 

 

 

 

  

15件

17件

6件

18件

27件

18件

3件

39件

11件

32件

16件

3件

4件

18件

4件

20件

13件

6.1%

6.9%

2.4%

7.3%

11.0%

7.3%

1.2%

15.9%

4.5%

13.1%

6.5%

1.2%

1.6%

7.3%

1.6%

8.2%

5.3%

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

主な介護者に確認しないと、わからない

不安に感じていることは、特にない

その他

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

食事の準備（調理等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

認知症状への対応

服薬

外出の付き添い、送迎等

屋内の移乗・移動

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

入浴・洗身

食事の介助（食べる時）

夜間の排泄

日中の排泄

総数 264件

回答者数 245人
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【今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護】 

（【世帯類型】において、「夫婦のみ世帯」を選択した方のみ・複数回答） 

[三浦市] 

 

◆ ３７ページの【世帯類型】で、「単身世帯」を選択した方は、「認知症状への対応」 

「外出の付き添い、送迎等」が多く、「夫婦のみ世帯」を選択した方は、「外出の付き

添い、送迎等」「認知症状への対応」が多い結果となりました。 

４９ページの【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】では、「単身

世帯」と「夫婦のみ世帯」でニーズに違いがありましたが、【今後の在宅生活の継続に

向けて、主な介護者が不安に感じる介護】では、不安については共通であることがわ

かりました。 

  

7件

20件

5件

8件

25件

19件

7件

26件

14件

33件

14件

4件

3件

23件

3件

21件

14件

3.3%

9.6%

2.4%

3.8%

12.0%

9.1%

3.3%

12.4%

6.7%

15.8%

6.7%

1.9%

1.4%

11.0%

1.4%

10.0%

6.7%

0 5 10 15 20 25 30 35

主な介護者に確認しないと、わからない

不安に感じていることは、特にない

その他

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

食事の準備（調理等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

認知症状への対応

服薬

外出の付き添い、送迎等

屋内の移乗・移動

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

入浴・洗身

食事の介助（食べる時）

夜間の排泄

日中の排泄

総数 246件

   回答者数 209人
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オ 医療ニーズの高い在宅療養者を支える支援・サービスの提供体制 

「主な介護者が行っている介護」や「訪問診療の利用の有無」などの分析を行います。 

 

【訪問診療の利用の有無】（単数回答） 

[三浦市] 

 

 

[全国] 

 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、「利用している」を選択した方の割合に、あまり差 

は見られませんでした。 

  

59人

650人

103人

7.3%

80.0%

12.7%

0 100 200 300 400 500 600 700

無回答

利用していない

利用している

回答者数 812人

14.2%

74.2%

11.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

利用していない

利用している
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【要介護度別訪問診療の利用割合】 

 [三浦市]  

 

[全国] 

 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、介護度の重度化に伴い、訪問診療の利用割合が増加 

していることがわかります。 

 

 

  

45人 43.7%

25人 24.3%

11人 10.7%

7人 6.8%

6人 5.8%

8人 7.8%

1人   1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

回答者数103人

48.7%

30.2%

18.6%

13.0%

9.1%

6.3%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

回答者数103人
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【要介護度３以上の方のサービス利用の組み合わせ】 

[三浦市] 

 

 

[全国] 

 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、全国も本市も「未利用」の割合が大きいものの、そ 

れを除くと「通所系、短期系のみ」のサービスを利用している方が多く見られまし

た。 

今後も、在宅で生活する医療ニーズの高い人のために、訪問介護と訪問看護の包括的

サービスである定期巡回・随時対応型訪問介護看護や、訪問看護と通いを中心とした

包括的サービスである看護小規模多機能型居宅介護の必要性が高まるものと推測され

ます。 

   

39人

22人

38人

45人

27.1%

15.3%

26.4%

31.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

未利用

訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ

通所系、短期系のみ

回答者数 144人

29.3%

13.7%

24.6%

32.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

未利用

訪問系のみ

訪問系を含む組み合わせ

通所系、短期系のみ
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カ 介護保険サービスの利用状況等について 

 【介護保険サービスの利用の有無】（単数回答） 

 [三浦市] 

 

 

 

 

 [全国] 

 

 

 

  

51人

237人

524人

6.3%

29.2%

64.5%

0 100 200 300 400 500 600

無回答

利用していない

利用している

回答者数 812人

0.0%

36.6%

63.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答

利用していない

利用している
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 【介護保険サービス未利用の理由】（複数回答） 

 [三浦市] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14件

25件

8件

11件

5件

9件

2件

36件

67件

111件

5.9%

10.5%

3.4%

4.6%

2.1%

3.8%

0.8%

15.2%

28.3%

46.8%

0 20 40 60 80 100 120

無回答

その他

サービスを受けたいが手続きや

利用方法が分からない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを

利用するため

利用したいサービスが利用できない、

身近にない

利用料を支払うのが難しい

以前、利用していたサービスに不満があった

家族が介護をするため必要ない

本人にサービス利用の希望がない

現状では、サービスを利用するほどの

状態ではない

総数 288件

回答者数237人
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 [全国] 

 

 

 

◆ 全国の調査結果と比較すると、サービスを利用していない方の差が少ない結果とな 

りました。 

未利用の理由としては、本市では「現状では、サービスを利用するほどの状態では

ない」が半数近い割合を占める結果となりました。この結果から、そもそもサービス

のニーズがない方が多いことがわかります。サービスの利用を想定していない介護認

定申請は、サービス利用を希望している方の認定の遅れにつながるおそれがあるた

め、適切なタイミングで認定申請をしていただくよう周知していく必要があると考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

31.6%

8.9%

3.5%

5.5%

1.8%

3.1%

1.5%

12.1%

19.5%

30.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

無回答

その他

サービスを受けたいが手続きや

利用方法が分からない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを

利用するため

利用したいサービスが利用できない、

身近にない

利用料を支払うのが難しい

以前、利用していたサービスに不満があった

家族が介護をするため必要ない

本人にサービス利用の希望がない

現状では、サービスを利用するほどの

状態ではない
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このページは空白ページです 

 


